





本論集に投稿 した一連の論文 においては,会計情報システムが複雑系 で
5)
あり,また,マレー ･ゲルマンの主張する複雑適応系 にもジョン ･ホラン
6) 7)
ドの主張する複雑適応系 にもなりうることを示 し,適応度地形 やカオスの
8) 9)
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